
　平成 30 年度当初予算が、平成 30 年３月鹿屋市議会定例会で議決されました。
　一般会計当初予算の総額は、478 億 6,300 万円で、対前年度比 5.2％の減となりました。前年度と比較して減少したの
は、骨格予算として編成したことによるものですが、義務的経費や施設の維持管理などの経費に加え、「市民が心豊かに
暮らせる安全、安心の確保」、「地域産業の振興による生活の安定」のために必要な経費を盛り込み、特に、子育て支援
を中心とした福祉の充実や教育環境の整備、農業を核とした産業振興等の取り組みを展開するための予算としています。
　今後、「ぬくもりと豊かさを実感できる明るい未来づくり」の実現に向けた取り組みをさらに力強く推進するための事業
を構築し、６月補正予算以降に計上する予定です。　　　　　　　　　　　　　　　   　問市財政課　℡ 0994-31-1126

平成30年度
一般会計当初予算478億6,300万円

　自主 財 源 は、前 年 度 比
5.3％減の 160 億 1,400 万円
で、市税は、前年度予算とほ
ぼ同額の 101 億 3,100 万円 
となっていますが、各基金か
らの繰入金は、４億 2,551 万 
３千 円 減 の 27 億 3,760 万 
４千円となっています。

　依存財源は、前年度比 5.2％減の 318 億 4,900 万円で、
地方交付税が２億円減の 119 億 5,000 万円、台風 16 号災
害復旧工事が進んだことなどにより、国・県支出金が９億
2,632 万３千円減の 130 億 9,289 万３千円となっています。
　市債も、台風 16 号災害復旧工事が進んだことや平和公
園多目的野球場整備の終了などにより、６億 2,720 万円
減の 38 億 4,680 万円となっています。

市税の内訳

　歳出予算を性質別にみると、義務的経費は前年度比 2.9％増の 257 億 1,700 万円で、人件費は、人事院勧告に基づく勤勉手当
支給月数の引き上げに伴う職員手当や、共済費率の改定に伴う共済組合負担金の増などにより 2,355 万９千円の増、扶助費は、
保育士等の処遇改善や認定子ども園への移行による幼稚園・保育所等給付費の増などにより８億 27 万７千円の増となっています。
　投資的経費は前年度比 36.7％減の 50 億 200 万円で、骨格予算での編成となったことに加え、普通建設事業費が平和公園多目
的野球場整備や桜ヶ丘市営住宅建替事業の終了などにより 15 億 6,544 万６千円の減、災害復旧費が台風 16 号災害の復旧工事
が進んだことにより 13 億 3,704 万９千円の減となっています。
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▲�３月に市が製作した「日本一 和牛
のふる里 かのや」の看板。今後も

「畜産のまち」を広くPR。

▲�「元気でハッピー
　ながのだ」の健康教室

▲��コンテナハウス等の整備
が進む霧島ヶ丘公園

もっと身近な  もっと熱い  もっと分かりやすい  市政運営へ

▲��鹿屋市アプリ開発
人材育成事業

▲��鹿屋市総合防災訓練

市政運営の４つの戦略

産業
雇用と所得につながる

力強い産業をおこすまち

暮らし
生き生きと快適に

暮らせるまち

文化
心豊かに学び、

地域文化を育むまち

安全
笑顔あふれる

安心・安全なまち

【略歴】
法政大学卒業後、昭和
53年 に 市 職 員 と な り、
事務管理課長、情報行
政課長、財政課長、農
政部長、企画財政部長
を歴任。平成 26 年２月
28日から現職。副市長   
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【略歴】
熊本大学卒業後、昭和
53年に県教職員となり、
笠 野 原 小 学 校 に 赴 任。
県教育庁教育課長、県
総合教育センター所長、
鹿児島市立伊敷中学校
校長等を歴任。平成 27
年４月１日から現職。
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明るい未来づくりの実現へ

■歳入（478億6,300万円）

■歳出（478億6,300万円）

▲�地域包括ケア推進 
サポートワーカー
研修
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